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内分泌試験の考え方

ホルモン作用不足が考えられる病態　－・　分泌刺激試験

b下露体欝象t恍下虔

適切な分泌刺激で分泌しなければ機能低下

ホルモン過剰分泌が考えられる病態　一一・◆　分泌抑制試儀

∈1GHの遇蠣分泌（東鶉七大鐘）
ACTHの遇蠣分泌（C噸）

分泌押登刺激でホルモン低下しなければ、自柑剰分泌

甲状簾疾患以州よホルモン纂驚tのみでは輔定で掬r事が事い．
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下垂体疾患

1・ホルモン産生下垂体腺鹿によるホルモン過剰痘

先端巨大症

プロラクテン（PRL）産生腫瘍

（Cu＄h巾9病：副腎で解説）

2．下垂体機能低下痘
原伝はいろいろ（腹痛、炎症、特発性）
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